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今後の県立高等学校入学者選抜の在り方について（答申素案）の概要

１ 県立高等学校入学者選抜制度の現状と課題

推薦入試について 一般入試について
・中学校長の推薦の有無で生徒の受検機会に差 ・学力検査問題の質と量，英語・数学の学校選

がある。 択問題の有効性に疑問。

・各高校が求める生徒像や基準が抽象的で，中 ・高校の特色化を図るために学校裁量幅をどの

学校での校内選考が困難。 ように拡大するか。

・学力検査が不要な早期合格の手段となり，学 ・志望の動機や理由が問われていない。

習意欲の低下などの影響あり。 ・中学校や受検生・保護者に，各高校の選抜方

・普通科では，５段階評定の成績だけで選抜し 針をどのように具体的に示すか。

ているのではないか。

調査書の活用について 受検機会について
・５段階評定の客観性・公平性の維持，スポー ・希望する受検生すべてに受検機会が保障され

ツや文化活動等で特に優れた生徒に記載する ている形ではない。

Ａ評定の在り方，について検討すべき。

２ 入学者選抜制度に関する調査の結果

「現行公立高校入試制度に関する調査」結果から
・現行の推薦入試について，中学校・高校とも「改善すべき」が約５割。

・普通科の推薦入試について，中学校の約７割，高校の約５割が「廃止すべき 。」

・第二次募集を「継続すべき」が，中学校・高校とも９割以上。

・調査書を「改善すべき」が，中学校で約７割，高校で約６割。

・５段階評定は３年間分を活用すべきとする回答が，中学校・高校とも９割以上。

・入試の実施回数については「３回」が半数を超える。

・入試改善にあたって最も重視すべきことに関する自由記述で 公平な入試 学力向上への寄与 中「 」「 」「

高の円滑な接続」を挙げた学校が多数。

「高校教育に関する県民意識調査」結果から
・中学２年生とその保護者の７割以上が３回の受検機会を希望。

・中学校の進路指導主事の約３／４が，一般入試と第二次募集の２回がよいと回答。

３ 今後の県立高等学校入学者選抜の在り方について

（１）改善に向けての基本的な考え方
・受検生にとって，より公正かつ適正なものとすべきこと。
・受検生が自らの将来を展望する契機となり，中学校と高等学校の教育を円滑に繋ぐものとすべきこ
と。

， ，・これからの時代に求められる知識・技能の定着や それらを活用して課題を解決するための思考力
判断力，表現力の育成に繋がるものとすべきこと。
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（２）改善の方向性 及び （３）具体的な改善案

案現行の入試制度 「答申素案」の具体的な改善

推薦入試 前期選抜

（ ）出願要件に合致した生徒が出願する選抜

・１月下旬（１日） ・１月下旬～２月上旬（１日）実施時期

〈原則として以下の割合とする〉募集枠

・普通科 ３０％以内 ・普通科及び英語・理数に関する学

（ただしコース制では４０％以内） 科 １０～２０％

・専門学科 ４０％以内 ・総合学科及び農業・工業・商業・

（ただし，体育科・美術科では６０ 水産・家庭・看護に関する学科

％以内） １０～３０％

・総合学科 ４０％以内 ・体育・美術に関する学科

１０～４０％

・面接，作文，実技，口頭試問，英 ・学力検査（３教科）に加えて，実検査内容

語による面接 技，面接・口頭試問，作文・小論

文を実施する。

（選抜尺度の評価割合は学校裁量）

・調査書 ・調査書，志願理由書その他

一般入試 後期選抜

・３月上旬（１日～２日） ・３月上旬（１日～２日）実施時期

・募集定員から推薦入試合格者を除 ・募集定員から前期選抜合格者を除募集枠

いた人数 いた人数

・学力検査（５教科）に加えて，面 ・学力検査（５教科）に加えて，一検査内容

接，実技ができる 部学科では面接，実技ができる

（選抜尺度の評価割合は学校裁量）

・調査書 ・調査書その他

第二次募集 第二次募集

・３月２０日頃（１日） ・３月２０日頃（１日）実施時期

・推薦入試及び一般入試の合格者 ・前期選抜及び後期選抜の合格者募集枠

が募集定員に満たない場合 が募集定員に満たない場合

， ， 。・学力検査，面接，作文，実技を ・面接 作文 実技を学校裁量で実施検査内容

学校裁量で実施。 ・後期選抜の学力検査の結果を，選

抜資料に加えることができる。

・調査書・調査書 その他

（ ） （ ） 。※ 答申素案 全文 は高校教育課のＨＰ を御覧くださいhttp://www.pref.miyagi.jp/koukyou/


